
（款）9 消防費　 　（項）1 消防費　 　（目）1 常備消防費

埼玉東部消防組合負 2,001,485,000 （目的）消防力の充実や事務の効率化等を図るため、久喜市、加須市、幸手市、白岡市、宮代町及び杉戸 324

担金事業（常備消防 町が共同で消防組合を運営します。

費）

（消防防災課） （対象）埼玉東部消防組合

（手段）常備消防の運営経費負担金を支払いました。

（成果）消防力の充実や事務の効率化を図ることができました。

（款）9 消防費　 　（項）1 消防費　 　（目）2 非常備消防費 （単位：円）

埼玉東部消防組合負 10,994,000 （目的）消防力の充実や事務の効率化等を図るため、久喜市、加須市、幸手市、白岡市、宮代町及び杉戸 326

担金事業（非常備消 町が共同で消防組合を運営します。

防費）

（消防防災課） （対象）埼玉東部消防組合

（手段）非常備消防の運営経費負担金を支払いました。

（成果）消防力の充実や事務の効率化を図ることができました。

消防団活動事業 65,334,166 （目的）火災や災害の拡大を防止するため、消防団活動の円滑な推進を図ります。 326

（消防防災課）

（対象）消防団

（手段）消防団員に報酬や出動手当等を支給し、被服類を貸与しました。また、消防団員の研修や健康診

断を実施したほか、各種負担金や消防団運営交付金等を支出しました。

・消防団員の状況（R4.3.31現在） （単位：人）

団長 副団長 分団長 副分団長 部長

9 10団本部 1 － － － － －

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事 業 の 成 果
決算書の
ページ

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事 業 の 成 果
決算書の
ページ

班長 団員 合計所属／階級

（単位：円）
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・消防団出動状況 （単位：回、人）

内容

区分

※火災出動は、市外出動を含む。

※人数は延べ人数。また、回数は各分団・部単位での延べ回数。

・消防団員各種研修 （単位：人）

・消防団会議 （単位：回、人）

女性消防団員会議 1 8

役員会議（全体） 4 68 団本部役員会議、役員会議等

各支団役員会議 6 85 各支団役員会議等

消防団員指揮幹部研修 1 埼玉県消防学校

区　　分 回 数 延べ人数 備　　考

消防団員基礎教育研修 25 埼玉東部消防組合、埼玉県消防学校ほか

消防団員初級幹部研修 1 埼玉県消防学校

5 31 509 3,681

研 修 内 容 延べ人数 場　　所

893

合計 78 388 76 346 51 467 299 2,449

101 72 621 0 0 114

0 0 104 718

栗橋 19 112 11 59 12

菖蒲 14 66 21 54 10 104 59 494

197 1,533

鷲宮 12 62 5 28 8 50458 48 356 0 0 73

33

久喜 20 130 32 193 20 201 120 978

3 0 0 0 0 21団本部 13 18 7 12 1

5 31

回数 人数 回数 人数 回数 人数回数 人数 回数 人数 回数 人数

323

火災出動 訓練出動 巡回広報 定期点検 警戒出動 合計

47 70

合　計 1 5 10 10 25 50 222

10 44 64

栗橋支団 － 1 2 2 6 12

菖蒲支団 － 1 2 2 5

鷲宮支団 － 1 2 2 4 8 29 46

久喜支団 － 2 4 4 10 20 93 133
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（款）9 消防費　 　（項）1 消防費　 　（目）2 非常備消防費

・消防団員への被服貸与　　　787,380円

被服が劣化した消防団員に再貸与するとともに、新入団員に被服を貸与しました。

・消防団員健康診断

・消防団運営交付金 （単位：円、件）

（成果）消防団活動等の円滑な推進を図るとともに、火災等に対し適切に対応することができました。

消防団施設管理事業 2,759,843 （目的）消防団器具置場の適切な維持管理を行います。 326

（消防防災課）

（対象）消防団器具置場

（手段）故障箇所の修繕や浄化槽の保守点検等を行いました。

・器具置場管理 （単位：件）

久喜3－1、栗橋1－3 2

ホース乾燥塔25か所 1

浄化槽保守点検業務

ホース乾燥塔保守点検業務

件数

ホース乾燥塔、シャッター、雨漏り等 5

久喜3－1、栗橋1－3 2

合 計 － 36 11,692,845

内 容区　分

器具置場修繕

浄化槽法定検査手数料

分団（2部制） 240,000 5 1,167,412

部 320,000 25 7,805,433

団本部 920,000 1 920,000

分団（3部制） 360,000 5 1,800,000

193人 59.8%

R4.1.29（土）鷲宮東コミュニティセンター（さくら）

 栗橋コミュニティセンター（くぷる）

R4.2.6（日）久喜市役所、菖蒲文化会館（アミーゴ）

区 分 交付基準額 件数 確定額

受診人数 受診率 実 施 日 ・ 場 所

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事 業 の 成 果
決算書の
ページ

（単位：円）
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・器具置場用地の借上げ

（成果）施設の適切な維持管理により、支障なく消防団活動を行うことができました。

消防団車両管理事業 5,374,973 （目的）消防団車両の適切な維持管理を行います。 328

（消防防災課）

（対象）消防団車両

（手段）故障箇所の修繕のほか、車検や損害保険等に係る事務を行いました。

・消防団車両管理

バッテリー交換、バッテリーターミナル交換　等

（成果）車両の適切な維持管理により、支障なく消防団活動を行うことができました。

消防団車両購入事業 19,714,300 （目的）経年劣化した消防ポンプ自動車の更新を行います。 328

（消防防災課）

（対象）消防団車両

（手段）消防ポンプ自動車を購入しました。

・消防ポンプ自動車購入

消防ポンプ自動車1台 CD－Ⅰ型消防ポンプ自動車　ハイルーフ型

（成果）経年劣化した消防ポンプ自動車を更新することにより消防力の維持・向上を図ることができまし

た。

（款）9 消防費　 　（項）1 消防費　 　（目）3 消防施設費 （単位：円）

消火栓整備事業 15,618,790 （目的）消火栓の新設・修繕を行い、消防水利の充実強化を図ります。 328

（消防防災課）

（対象）消火栓

区　分 内 容

車両修繕

区　分 内 容

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事 業 の 成 果
決算書の
ページ
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（款）9 消防費 （項）1 消防費 （目）3 消防施設費

（手段）配水管布設替工事に伴う設置替や不具合等による修繕を行いました。

・消火栓の維持管理 （単位：件、円）

（成果）消火栓の適切な維持管理を図ることができました。

（款）9 消防費 （項）1 消防費 （目）4 水防費 （単位：円）

水防組合負担金事業 1,919,800 （目的）水防力の充実や事務の効率化等を図るため、久喜市、幸手市、杉戸町、春日部市及び茨城県五霞 328

（消防防災課） 町が共同で水防事務組合を運営します。　　

（対象）利根川栗橋流域水防事務組合

（手段）運営経費負担金を支払いました。

（成果）水防力の充実や水防業務の効率化を図ることができました。

（款）9 消防費 （項）1 消防費 （目）5 災害対策費 （単位：円）

防災訓練事業 210,897 〇新型コロナウイルス感染症対策に配慮した避難所開設・運営訓練 330

（消防防災課、社会 （目的）市職員が、避難所での新型コロナウイルス感染症対策に配慮した運営手順の確認等を行い、災害

福祉課、菖蒲総務管 時に必要となる技術・知識の習得を図ります。

理課、栗橋総務管理

課、鷲宮総務管理課） （対象）市職員

修理 5 4,843,740 本体交換、蓋交換　等

設置 1 788,920 消火栓新設

設置替 9 9,887,130 配水管布設替工事に伴う設置替

区　分 件数 事業費 備　　考

設置・修理負担金 15 15,519,790 －

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事 業 の 成 果
決算書の
ページ

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事 業 の 成 果
決算書の
ページ

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事 業 の 成 果
決算書の
ページ

（単位：円）

－300－ 9款　消防費



（手段）新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点により、久喜市総合防災訓練を中止し、当該訓練を実

施しました。受付や案内等の開設・運営訓練を行った後、資機材訓練として、仮設トイレ、間仕切

り、段ボールベット、発電機等の設置、災害時連絡用スマートフォンの操作確認を行いました。

・開催日　令和3年9月4日（土）

・会場　　鷲宮総合支所4階会議室404～408

（成果）新型コロナウイルス感染症が終息しない状況下において、避難所開設時に市職員に求められる行

動を確認し、災害時に必要となる技術・知識の習得を図ることができました。

〇福祉避難所開設訓練

（目的）福祉避難所施設職員、市職員等に、福祉避難所の役割を再認識していただき、福祉避難所の開設

及び運営に関わる人材育成を図ります。

（対象）福祉避難所施設職員、市職員等

（手段）福祉避難所施設職員、市職員等の参加による福祉避難所開設訓練を実施しました。

・開催日　令和3年11月5日（金）

・会場　　福祉避難所　ふれあいセンター久喜

（成果）福祉避難所施設職員、市職員等が連携を図りながら訓練を行うことで、福祉避難所について、よ

り一層の理解を深めることができました。

防災体制整備事業 17,803,596 （目的）ハード（施設維持管理等）及びソフト（講演会の開催等）の両面から防災体制の整備を図りま 330

（消防防災課、菖蒲 す。

総務管理課、栗橋総

務管理課、鷲宮総務 （対象）市民及び防災関係施設

管理課）

（手段）施設の整備・維持管理及び防災講演会等を実施しました。

・施設の整備・維持管理

防災行政無線電気料

防災行政無線回線使用料

衛星携帯電話・緊急情報架電システム電話代

防災行政無線修繕料等
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（款）9 消防費 （項）1 消防費 （目）5 災害対策費

・防災教育

・防災講演会

（成果）・防災行政無線等の適切な運用を図ることができました。

・防災講演会や防災教育等を実施し、幅広い世代を対象に地域防災力の向上を図ることができま

した。

自主防災組織育成事 4,264,300 （目的）自主防災組織の設立や防災資機材等の購入、防災訓練を実施する自主防災組織に補助金を交付 330

業 し、市民の防災意識の高揚及び自主防災活動の充実を図ります。

（消防防災課、菖蒲

総務管理課、栗橋総 （対象）自主防災組織

務管理課、鷲宮総務

管理課） （手段）申請のあった自主防災組織へ補助金を交付しました。

（単位：団体、円）

（成果）自主防災組織の防災資機材の充実等、自主防災活動を通じて、防災意識の高揚を図ることができ

ました。

防災備蓄品整備事業 29,336,188 （目的）災害時における避難住民はもとより、高齢者や障がい者、乳幼児等の要配慮者にも配慮した災害 330

（消防防災課、社会 用の食料品や医療救護用品、防災資機材等を備蓄します。

福祉課、健康医療課）

（対象）指定避難所の避難住民及び福祉避難所の要配慮者

防災資機材等購入補助金 46 1,931,900

防災訓練実施補助金 9 332,400

コミュニティ助成事業補助金 1 2,000,000

交付金額

令和3年11月10日（水） 鷲宮小学校 6年生

開 催 日 実施会場 参加者（最大視聴者）

令和3年10月28日（木） 栗橋西小学校 5,6年生

令和3年10月30日（土） 青葉小学校 6年生

令和3年10月14日（木） 久喜東小学校 4年生

令和3年10月26日（火） 桜田小学校 4年生

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事 業 の 成 果
決算書の
ページ

開 催 日 実施校 対象

令和4年 3月 6日（日） 久喜市役所（オンライン） 102人

補助金内訳 申請団体数

（単位：円）
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（手段）指定避難所で活用する災害用の食料品や医療救護用品、防災資機材等を備蓄しました。

（単位：円）

アルファ米

クラッカー

おかゆ

保存水

液体ミルク

粉ミルク

使い捨てトイレ

ガソリン缶詰

自動ラップ式トイレ専用消耗品セット

カセットボンベ

LEDランタン

LEDライト

乾電池

避難所用事務用品

非接触検温消毒器

自動ラップ式トイレ一式

発電機

小型テント

救急セット消耗品

医療従事者用ベスト

アルファ米

粥

備蓄水2リットル

段ボールベッド（介護用）

使い捨て哺乳瓶

非常用トイレセット

自動ラップ式トイレ専用消耗品セット

自動ラップ式トイレ一式

発電機

トイレ用ユニバーサルテント

5台

9台

5張

43台

50張

1式

10着

250食

250食

12本

2組

96個

福
祉
避
難
所

非常食・消耗品

備品

207,497

2,677,895

金　額

3,569,203

2,860,771

19,917,480

103,342

44リットル

245セット

336本

30台

10台

160本

41セット

123台

49台

4セット

5セット

1,296リットル

指
定
避
難
所

区　　分

非常食・飲料

防災消耗品

防災資機材

医療救護用品

備 蓄 品 名 整備数量

7,650食

2,240食

1,600食

192缶

14,976g

7,400枚
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（款）9 消防費　 　（項）1 消防費　 　（目）5 災害対策費

（成果）災害時における避難住民や要配慮者の生活を確保するため、災害用の食料品や医療救護用品、防

災資機材等の感染症対策を踏まえた備蓄を図ることができました。

防災計画推進事業 12,000 （目的）市民の生命、身体及び財産を災害から守るとともに、災害による被害を軽減するため、地域防災 332

（消防防災課） 計画を改訂します。

（対象）市民及び防災関係機関

（手段）防災会議の開催　3回

（成果）近年の災害の教訓から、災害対策基本法の一部改正や防災基本計画の修正等が行われたことを踏

まえ、これらの法改正や計画の修正等への適切な対応を図るとともに、更なる防災対策の充実・強

化を目指すため、防災会議を開催し、久喜市地域防災計画の改訂を行いました。

災害対策事業 362,610 （目的）災害発生時又は災害が発生するおそれがある際に対応に当たるための経費です。 332

（消防防災課、菖蒲

総務管理課、栗橋総 （対象）職員

務管理課、鷲宮総務

管理課） （手段）令和3年10月7日に発生した地震（震度5弱）に伴い警戒体制を執りました。

（成果）災害発生時又は災害が発生するおそれがある際に必要な体制を執ることができました。

被災者支援事業 13,118 （目的）自然災害により被災者生活再建支援法では救済されない被災者を県と県内全市町村の相互扶助に 332

（消防防災課） より支援します。

（対象）埼玉県民

（手段）被災者生活再建支援法の適用とならない地域で、自然災害等により被災した全壊世帯等に対し、

法と同様の支援を行うための費用を負担します。

開 催 日 R3.8（書面）  R3.11.11  R4.2（書面）

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事 業 の 成 果
決算書の
ページ

（単位：円）

－304－ 9款　消防費



（成果）令和3年2月13日に発生した地震によるさいたま市の住宅半壊及び全壊の3世帯に対し、支援を行

うことができました。

地域防災計画改訂事 5,390,000 （目的）市民の生命、身体及び財産を災害から守るとともに、災害による被害を軽減するため、地域防災 332

業 計画を改訂します。

（消防防災課）

（対象）市民及び防災関係機関

（手段）地域防災計画を改訂するための業務を委託しました。

・久喜市地域防災計画改訂業務委託

（成果）地域防災計画の改訂により、災害に強いまちづくりの推進を図ることができました。

－305－ 9款　消防費




